
【取組内容】 体育科～目標記録や振り返りの共有～

広島市立牛田小学校

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

個別最適な学びと協働的な学びの実現を目指し、体育科では目標記録や振り返りの児童同士の共有を図りました。児童同士が目
標記録やつまずきを共有することにより、お互いの関わり合いを促進しました。また、児童の振り返りを即座に教員が把握することにより、
児童の様子や困り感をしっかりと見取り、適切な個別の声掛けを心掛けました。また、ハードル走や走り高跳びなどの単元では、シート
上に児童の記録の伸びが分かるようなグラフを可視化し、意欲向上に努めました。
本時の内容についてだけではなく、体育科に関する家庭学習においてもタブレットを活用しました。運動会に向けた取組では、児童の
必要感に応じた課題を配信しました。お互いの頑張りを共有し合うことで、共に目標に向かって努力したり、学び合ったりする姿が児童
から見られました。



【取組内容】 社会科～協働的な学びを通した親藩・譜代・外様の配置の考察～

広島市立牛田小学校

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

社会科の学習で、親藩・譜代・外様の配置を日本地図上で考える活動を行いました。スライド上で自由に配置できるようにしたことで、児童
は自分の考えを柔軟に表現しながら取り組みました。それぞれが歴史的な背景や地理的な要素を根拠にしながら配置を考え、活発に意見を
交わしながら作業を進めました。活動後は、全体で共有する時間を設け、各グループの考え方や工夫した点を発表する活動を組みました。こ
れにより、異なる視点に気付くことができ、理解をより深めることができました。作業中もお互いの画面を共有できる状態にしておくことで、他者参
照を促し、協働的な学びとなったように思います。また、進捗状況を教師が確認することで、個別に応じた声掛けを行い、児童のよさを伸ばせた
ように思います。社会科全体に応じて、ペーパー上では難しかった作業を、ICTを活用することで、効率的に学習を進めました。



【取組内容】 社会科～資料を活用した歴史の探究、情報活用能力の向上を目指して～

広島市立牛田小学校

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

社会科の学習において、資料を活用した情報の取捨選択と発信の力を育成することを目的にした授業を実施しました。「縄文時代のくらし」で
は、発掘された遺物や遺跡を基に、当時の人々の生活の様子を探る学習を行いました。児童は提供された資料の中から必要な情報を選び取り、
それをもとに協働的に考察を深めることができました。また、「天皇中心の国づくり」では、聖武天皇による大仏造立に着目し、なぜその事業が行わ
れたのかを資料を基に探究しました。児童は資料を分析し、自分なりの考えを持った上で、協働的な学びを通して友達に分かりやすく伝える活動
を行いました。これらの学習を通じて、児童は資料をもとに歴史を考察する力を養うとともに、得た情報を整理し表現する力を高めました。



【取組内容】 国語科～デジタルツールを活用した協働的な文章作成の実践～

広島市立牛田小学校

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

国語科の「書くこと」の領域において、デジタルツールを活用して、児童が文章構成と推敲の過程を協働的に進める学習を行いました。児童は
複数の文章のまとまりをカード形式で分け、それぞれのカードに適切な内容を配置しながら、文章の構成を考えました。この段階では、自分の考
えを整理し、どの順番で情報を伝えるかを意識することができました。
その後、推敲では、児童同士が文章を送り合い、互いに添削を行いました。友達が文章の中で足りない部分や改善点を赤で添削し、フィード
バックをもらうことで、より良い文章に向けた改善が行われました。この活動を通じて、児童は文章の構成力や推敲力を高めるとともに、他者との
協働性を感じ取っていました。



【取組内容】 実行委員を通しての協働的な活動と情報活用能力の向上

広島市立牛田小学校

様式Ⅰ-５

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

本校では、運動会や平和集会などの行事において、児童が実行委員を組織し、行事の目標や練習日程、内容などを考える活動を行っています。
各クラスでの話し合いを基に、実行委員が集めた情報を整理し、計画に活用しています。この過程で、児童は情報を共有するために、オンラインで
協力して資料を作成し、内容を明確にまとめる作業を行います。さらに、実行委員間での意見交換を通じて、行事を成功させるための役割分担
や準備を検討します。集めた情報を整理し、それらを基にスライドを作成して発表を行いました。児童はICT機器を使いこなしながら、自分たちの
手で学校行事を企画推進しました。



【取組内容】 総合的な学習の時間～SDGｓに関する調べ学習と発表活動～

広島市立牛田小学校

様式Ⅰ-６

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

総合的な学習の時間において、児童は17のSDGsのゴールの中から最も興味のあるゴールを選び、それについて調べて発表する活動を行いまし
た。調査した内容をまとめる際には、児童が使いたいツールを選び、オンラインの文章作成支援ツールやスライドなどを活用しました。調べたことから
伝えたいテーマを１つに絞り、１枚のカードにまとめ、文字数を少なくするなど、分かりやすさを重視してまとめました。この過程で、資料作成におい
て相手を意識して伝えることができました。発表会では、自分の調べた内容を資料を活用して分かりやすく伝え、意欲的に取り組んでいました。



【取組内容】 図画工作科～ICTを活用した創造的な図工の学び：共有・発想・表現の深化～

広島市立牛田小学校

様式Ⅰ-７

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

図画工作科の時間には、ICTを積極的に取り入れて、創造性を引き出す活動を行っています。例えば、児童は自分の作品の工夫した部分を
ICTを使って他の児童と共有し、その特徴を伝え合います。また、ICTを活用したアイデアスケッチを行い、思いついたアイデアを迅速に形にするなど
の方法を行っています。また、作品から「聞こえる声」を画像に書き込む活動では、児童は視覚と聴覚を融合させて、作品に新たな意味や感情を
加え、作品を表現豊かに伝え合いました。これにより、図画工作科の時間で、より楽しく発想できるようになっています。



【取組内容】 特別活動～個別最適な表現による係活動の充実～

広島市立牛田小学校

様式Ⅰ-８

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

特別活動の時間にICTを活用し、児童の意欲を高める係のポスターや新聞を作成する取組を行っています。デジタルツールを活用することで、レ
イアウトの工夫や視覚的に分かりやすいデザインを取り入れながら、係活動の魅力を伝えることが可能となっています。また、文字を書くことが苦手
な児童やイラストを描くのが不得意な児童も、デジタルツールを活用することで、自分に合った方法で表現できるようになっています。その結果、児
童が自信をもって取り組める環境が整い、表現の幅が広がるだけでなく、係活動そのものへの関心や意欲の向上にもつながっています。ICTの活
用により、個別最適な学びを実現しながら、児童の創造力や協働の力を高める特別活動を推進しています。



【取組内容】 音楽科～ICTを駆使した創造的なリズム作りと共有～

広島市立牛田小学校

様式Ⅰ-９

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

音楽科の学習において、児童がリズムを体験し、楽しみながら音楽的な表現力を養う活動を行っています。初めに教師の打つリズムを真似する
活動や、異なるリズムを試す活動を通じて、児童はリズム感を身に付け、音楽の楽しさを実感しました。その後、リズム作りのために、ICTを活用し、
創造的なリズムを自分たちで作る活動に取り組みました。具体的には、「□」を固定し、「たん」「たた」「うん」のカードを動かせるようにし、児童はこ
れらのカードを組み合わせて自分だけのリズムを作りました。作成したリズムは、グループで共有し、みんなのボードに移動させて視覚的にも確認でき
るようにしました。その後、共有したリズムカードを列車のように並べ、リズムリレーとしてみんなで楽しみながら行いました。このように、リズム作りを通じ
て、児童同士の協力や創造的な表現が促され、音楽の授業がより充実したものとなっています。


